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 第 3に、論文全体として、第 1章の問題関心のありか、第 2章の後期近代を焦点化する理
論的叙述、第 3章の方法論の説明、そして第 4章以降のライフストーリー・インタビューの
展開とその記述が、調査研究者である著者の実存的な問いを軸に過不足なく有機的に組み立
てられている。著者自身の身体への向き合い方と関連づけられて考え抜かれ、無駄なものが
ない濃密な叙述になっている。理論的な議論と質的調査の知見が結びついたというところに
美しさがあり、審査による修正要求にもとづいた改稿の努力によって内容と方法論が統合さ
れていった。 
 第 4に、以上のような本論文の特性は、発見され、考察された知見に広い理解をもたらし
ている。たんなる身体的な痛みが、生き方や他者との関係性を含んだ「痛み」となり、〈わ
たしにしかわからないもの〉が、人が生きていく意味へといっきに広がっていく。固有なも
のであり他者に対して閉じているものだと認識していた二人の調査協力者の〈わたしにしか
わからないもの〉が、他者につなげる・つながる実践に向かっていたという発見は、個人的
な痛みが社会的な「痛み」になりうる可能性を示唆しており、現代社会学において重要な論
点につながっている。 
 他方で、本論文で発見された知見を、理論的・方法論的にさらに水準を上げて位置づけ社
会化していくという課題も指摘された。本論文を通じて〈わたしにしかわからないもの〉と
いう概念が大きく拡張され、新たな認識が発見されていったが、最後にもう一段抽象度を上
げて、それでもなお残る問題とともにそれらを論じることができるのではないかという指摘、
同様に、調査協力者と調査研究者の相互関係から、何が、どのように変容し形成されていっ
たのかということについて、もう一段俯瞰的な視点から方法論的に確かめる必要があるので
はないかという指摘もあった。〈わたしにしかわからないもの〉が「伝達する身体」となり、
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社会に開かれていく、その理路をさらに広い社会的文脈のなかに位置づけていくという課題
である。しかしそれは、著者の今後の研究の展開可能性として指摘されたものでもあり、本
論文が博士論文として十分な水準にあることは審査委員全員が認めるところである。 
 
 
 
 
